
























ルシャッハ・テスト (以下, ロ・テスト) がある
























The function of cognitive control in the process of Rorschach responses: A study using the Emotional
Stroop task
MATSUDA, Ryo (Graduate School of Psychology, Chukyo University)
BABA, Shizu (School of Psychology, Chukyo University)
The purpose of this study was to investigate the relationships between Rorschach responses and cogni-
tive control. Inkblots in the Rorschach test include many stimuli, with responses produced by identifying
specific features from the inkblots. Unless this cognitive process is functioning normally, maladaptive re-
sponses are expected. Therefore, in this study, we focused on cognitive control, which is defined as cogni-
tive function that suppresses responses to unnecessary stimuli. We also examined relationships with
Rorschach responses. To measure cognitive control, the Emotional Stroop task was administered. As a re-
sults our analysis, a positive correlation was found with INCOM which is a response multiple features
combine in implausible or impossible way. This result shows that cognitive control is functioning in the
process of allocating attention in Rorschach response production.
Key words: Rorschach test, cognitive control, Emotional Stroop task
Mihura, Erard, & Erdberg, 2011 高橋・高橋訳
2014)｡ また統合失調症のロールシャッハ反応の特
徴として情報処理と注意の焦点づけの障害があるこ






















着色された 『赤』) よりも, 一致していない条件






下のものがある｡ Kron, Cohen, Benziman, & Ben-
Shakhar (2009) は典型色 (e.g., オレンジ色の人
参), 非典型色 (e.g., 緑色の人参) に彩色された果
物や野菜の画像を刺激としたストループ課題を使用
し, ロ・テストとの関連を検討した｡ また Malone
らはうつ病性障害をはじめとする精神疾患患者を対
象とした研究の一環でストループ課題を使用してい





















た反応が多くなることを 1 つ目の仮説とする｡ また
インクブロットの反応領域だけではその情報処理の
















(Schachtel, 1966 空井・上芝 1975)｡ したがって干
渉量が大きい人ほど形態水準の低い反応が多く産出
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ら (Exner, 2003 中村・野田訳 2009), その産出過
程を検討することに意義があると言える｡ したがっ
て干渉量に伴い論理性を欠いた反応が多く産出され






の視力または矯正視力を有す大学生 40 名 (女性 34











る The Japanese Female Facial Expression (JAFFE)
Database (Lyons et al., 1998) を用いた｡ JAFFE
Database には 7 種類の表情画像があり, 10 名の日
本人女性によるモデルからなる｡ 本研究ではneutral,
happiness, sadness の 3 種類を使用し, 各モデルよ
り 2 つずつ計 60 の表情画像を刺激とした｡ EST を
用いた研究では表情画像に使用されているモデルの
性別による影響がないことが報告されていることか





と考えられる｡ したがって伊里・望月 (2012) より
それぞれ二字熟語からなる悲しみ語, 喜び語を情動
語として使用した (Table1)｡ これらは悲しみ, 喜
びを強く感じると評定された二字熟語のリストであ
り, 各 32 語からなる｡
4. 手続き
ロ・テスト, EST の順で実施し, 必要に応じて
ロ・テストの後に 10 分程度の休憩を設けた｡ 時間
的制約により, 協力者 1 名はロ・テストと EST を
別日に実施した｡ またロ・テストの実施は片口法
(片口, 1987) に依拠した｡
EST は, 表情画像と情動語を同時に呈示し, 標
的となる刺激の情動価をすばやく回答することを協
力者に求める｡ 表情画像を標的とした課題 (Etkin,
Prater, Hoeft, Menon, & Schatzberg, 2010; Rey et
al., 2014) と情動語を標的とした課題 (Haas,
Omura, Constable, & Canli, 2006) が報告されて







パソコン (DELL XPS 9333), 心理実験ソフト
(Inquisit ver.4.0.8.0, Millisecond社) を用いて行っ
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10 試行呈示され, その後, 本試行に移った※1｡ 本試
行は一致条件と不一致条件の 2 つの条件からなり,










したがって分析対象は 38 名 (女性 32 名, 男性 6 名,
平均年齢 19.79 歳) であった｡ EST に性差が影響
しないことが報告されていることから (Etkin,
Prater, Hoeft, Menon, & Schatzberg, 2010), 本
研究では性差を考慮せず分析を行なった｡
先行研究に倣い, EST は正答試行のみを分析の
対象とした (Bagze, Gnl, & Gkay, 2015;
Egner, Etkin, Gale, & Hirsch, 2008; Etkin, Egner,
Peraza, Kandel, & Hirsch, 2006; Stenberg, Wiking,
& Dahl, 1998; Strand, Oram, & Hammar, 2013)｡
また情動語が判断される前にキー押しをしたことが
疑われる試行や, 集中が途切れ反応時間が顕著に長
い試行などを分析から除外するため, Beall & Her-
bert (2008) を参考に一致条件と不一致条件につい
てそれぞれ協力者ごとに平均反応時間及び SD を算





協力者 38 名の平均反応時間について, 一致条件と
不一致条件で比較したところ, 不一致条件の反応時
間 の 方 が 長 い こ と が 示 さ れ た (t(37)＝5.81,









反応と定義され (Exner, 2003 中村・野田訳 2009,
pp. 109), これに該当する反応数をスコアとした｡
またこれらの反応の形態水準を検討するため,













に協力者 10 名分のデータを筆者ら 2 名 (それぞれ











2)｡ 反応領域に関する指標である W％ (r＝.104,















とから (r＝.406, p＝.011), 干渉量の増加に伴い
INCOM がスコアされる反応も多くなる傾向にある
ことが示された｡ 一方で FABCOM との間には相
関関係が認められなかった (r＝.145, p＝.385)｡ な
お包括システム (Exner, 2003 中村・野田訳 2009)
では, 特殊スコアの INCOM と FABCOM はその
奇妙さや重篤度によって 2 つのレベル (Level1,
Level2) に分類される｡ 本研究で分析の対象となっ
た 38 名において INCOM の合計数は 16 であり,
そのうち重篤度の重い Level2 がスコアされた反応
は 2 個であった｡ 干渉量の平均値が 25.51ms であ
るのに対し, INCOM2 がスコアされた反応を示し
た協力者の干渉量はそれぞれ 29.63ms, 55.46ms で
あった｡ また FABCOM の合計数は 27 であり, そ
















INCOM は“1 つの対象のなかに, とてもありそ
うもない, あるいはありえない特徴や行動が付与さ
れている反応にコードされる”と定義されている





ルの顔した人間｡ 顔, 腕, お尻, 足｡ 置物に手を置
いているよう』 において INCOM2 がスコアされた｡
この反応では多くの被検者が 『人』 として反応する













一方で FABCOM は“2 つあるいはそれ以上の対
象の間に, ありそうもない, あるいはありえない関
係が想定されている反応に対して用いられる”と定
義されており (Exner, 2003 中村・野田訳 2009, pp.
174), 複数の対象間の関係性に論理性の欠如が認め
られる反応にスコアされる｡ したがって対象そのも
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Table2. 干渉量とロールシャッハ指標の相関係数
の の 認 知 の 失 敗 で あ る INCOM に 対 し て ,
FABCOM は被検者が複数の対象にどのような関連
づけを行うかといった思考過程のなかで起こる失敗
である｡ 本研究では, 『Ⅱ：(Free) 象｡ 戦ってい
そう, 抗争｡ 頭からなんか出てそう｡ (Inq) 鼻,





している対象は P 反応である 『象 (D1)』, および








以上より INCOM が生じる過程は, 曖昧さを受
け入れ反応としての整合性を保つことよりも, イン
クブロットに基づいた正確な記述が優先されている
ことに特徴づけられる｡ また INCOM が産出され
る理由の 1 つとして Exner が“ブロットの具象性
にとらわれた固い理由づけ”を挙げていることから








とによって INCOM が形成され, この過程におけ
る注意コントロールが上手く行えない被検者におい





















ことが報告されていることから (Zhou & Liu,
2013; Song et al., 2017), 空間に依拠した視覚情報
処 理 に 適 し て い る と さ れ る フ ラ ン カ ー 課 題







一の対象からなる反応 (e.g. 『コウモリ』) と, 複
数の対象が統合された反応 (e.g. 『二人の人が手を
合 わ せ て い る 』 ) に 大 別 す る こ と が で き
(Piotrowski, 1957 上芝訳 1980), これらの処理過
程は異なると考えられる｡ 後者では別々の対象がい


































































































究や (Asari, Konishi, Jimura, Chikazoe, Nakamura,
& Miyashita, 2008; Giromini, Porcelli, Viglione,
parolin, & Pineda, 2010), 特定の神経活動を抑制し
た条件下でロ・テストを実施した実験研究 (Ando
et al., 2015) が報告されるなど, ロールシャッハ反
応が産出される過程に生じる神経活動も近年明らか
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